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績

昭
和
四
一
年
秋
に
開
場
し
た
国
立
劇
場
の
業
務
は

伝
統
芸
能
の
「
公
開
」
「
鯛
査
研
究
」
「
養
成
」
の
三

本
柱
か
ら
成
っ
て
い
た
。
そ
の
後
平
成
二
年
の
「
芸

術
文
化
振
興
基
金
」
殷
立
、
平
成

1
0年
の
「
新
固

立
劇
場
J
開
場
な
ど
、
そ
の
組
織
と
事
業
内
容
は
拡

充
さ
九
た
が
、
「
伝
承
者
養
成
事
業
」
は
依
然
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

歌
舞
伎
俳
優
養
成
は
昭
和
四
五
年
か
ら
始
ま
り
、

既
に
一
五
期
の
研
修
生
を
送
り
出
し
、
就
業
者
は
八

一
人
で
、
全
歌
舞
伎
俳
優
の
二
六
。
六
％
。
昭
和
万

0
年
か
ら
の
歌
舞
伎
音
楽
「
竹
本
ー
は
二
三
人
で
r

全
体
の
八

0
％
を
占
め
て
い
る
。
同
じ
く
歌
舞
伎
音

楽
の
「
鳴
物
」
は
五
六
年
に
開
請
し
―
一
期
一
三
人
、

二
七
％
。
国
立
演
芸
資
料
館
（
演
芸
場
）
は
昭
和
五

四
年
に
開
場
し
、
翌
五
豆
年
か
ら
「
寄
席
囃
子
し
の

研
修
が
開
始
さ
れ
平
成
五
年
の
九
期
生
ま
で
の
一
五

人
は
全
体
の
六
五
％
。
平
成
七
年
に
は
「
太
神
楽
」

の
研
修
も
始
ま
り
、
三
名
が
就
業
し
て
い
る
。
以
上

が
本
館
（
三
宅
坂
）
の
担
当
。
大
阪
文
楽
劇
場
の
文

楽
三
業
は
昭
和
四
七
平
か
ら
研
修
を
始
め
一
八
期
―
i
-

九
人
。
大
夫
の
三
五
％
、
三
味
線
の
五
二
％
、
人
形

の
四
三
％
、
技
芸
員
全
体
の
四
三
％
を
占
め
る
。
昭

承
は
個
か
ら
個
へ
、
親
か
ら
子
へ
、
師
匠
か
ら
弟
子

へ
f
と
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
何
年
も
の
辛
い

厳
し
い
徒
弟
制
度
の
下
で
の
修
行
に
よ
っ
て
芸
は
伝

え
ら
れ
て
き
た
。
師
匠
の
家
に
同
居
し
て
身
の
回
り

の
世
話
か
ら
掃
除
洗
濯
ま
で
し
て
芸
を
盗
む
内
弟
子

と
い
う
制
度
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
芸
の
習
得
も

V
T
R
や
C
D
に
よ
る
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
。
研

修
生
の
意
識
は
近
年
さ
ら
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

少
子
化
で
甘
や
か
さ
れ
て
育
っ
た
子
供
た
ち
と
詰
師

の
先
生
方
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
炉
年
々
広
が
っ
て
い
る
。

「
近
頃
の
子
供
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
解
ら
な

い
」
と
の
声
は
、
学
校
や
職
場
。
家
庭
に
広
ま
っ
て

い
る
が
、
こ
の
世
界
で
も
例
外
で
は
な
い
。
三
月
末

の
募
集
締
め
切
り
ま
で
、
何
名
の
応
募
が
あ
る
か
関

和
五
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
能
楽
堂
の
能
楽
三
役
（
ワ

キ
方
、
狂
言
方
、
囃
子
方
）
は
新
人
研
修
三
年
、
既

成
者
研
修
三
年
の
六
年
制
で
r

四
期
生
ま
で
の
一
七

人
が
就
業
し
て
い
る
。

養
成
事
業
の
成
果
を
、
数
を
も
っ
て
の
み
評
価
判

断
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
歌
舞
伎
の
場
合

で
い
え
ぱ
、
一
応
幹
部
並
に
扱
わ
れ
る
名
題
俳
優
に

占
め
る
研
修
修
了
生
の
割
合
が
一
三
％
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
歌
舞
伎
の
舞
台
を
下
支
え
す
る
名
題
下
俳

優
は
四
四
％
と
ほ
ぼ
半
分
が
養
成
出
身
者
に
よ
っ
て

い
る
と
い
う
現
状
は
、
養
成
事
業
な
く
し
て
歌
舞
伎

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
と
に
「
竹

本
」
な
ぞ
は
占
有
率
八

0
％
に
も
及
ん
で
い
る
。
歌

舞
伎
義
太
夫
は
ま
さ
に
国
立
の
養
成
な
く
し
て
は
考

え
ら
れ
な
く
、
歌
舞
伎
の
危
機
を
救
っ
た
三

0
年
の

成
果
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

鬱

現

状

過
去
三

0
年
余
り
、
大
き
な
成
果
と
実
績
を
挙
げ

て
き
た
養
成
事
業
だ
が
、
現
状
は
決
し
て
順
風
満
帆

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
平
成
―
二
年
一

0
月
現
在

の
研
修
の
現
状
は
r

歌
舞
伎
一
六
期
生
―
二
名
（
平

成
一
四
年
修
丁
予
定
）
、
昨
年
初
め
て
募
集
し
た
歌
舞

伎
音
楽
「
長
唄
」
一
期
生
二
名
（
平
成
一
三
年
三
月

係
者
は
胃
の
痛
い
思
い
を
す
る
の
だ
が
、
さ
て
試
験

と
な
っ
て
か
ら
が
ま
た
大
変
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の

者
が
対
象
と
な
る
芸
能
を
知
ら
な
い
。
歌
舞
伎
俳
優

を
志
望
し
て
き
て
、
歌
舞
伎
を
一
度
も
観
た
こ
と
が

な
く
、
嗚
物
や
三
味
線
に
触
っ
た
こ
と
も
聞
い
た
こ

と
も
な
い
、
と
い
う
の
だ
か
ら
こ
れ
は
大
事
で
、
着

物
が
着
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
r

日
本
の
芸
事
の

基
本
で
あ
る
正
座
が
で
き
な
い
。
研
修
が
始
ま
っ
て
、

ま
ず
正
座
が
で
き
ず
脱
落
す
る
者
が
少
な
く
な
い
。

時
に
は
立
ち
上
が
り
ざ
ま
捻
挫
す
る
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
骨
に
異
常
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な
る

と
研
修
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
若
い
人
た
ち

に
零
マ
イ
ナ
ス
か
ら
教
え
込
も
う
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
講
師
諸
先
生
の
ご
努
力
と
辛
抱
は
言
語
に
尽
く

し
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
先
生
方
は
専
任
で

は
な
い
。
本
来
の
仕
事
の
時
間
を
割
い
て
の
ほ
と
ん

ど
ボ
ラ
ン
テ
9

1

ア
に
頼
っ
て
い
る
の
が
環
状
で
あ
る
。

鬱

課

題

課
題
は
既
に
山
積
し
て
い
る
。
平
成
二
二
年
か
ら

中
。
高
の
音
楽
教
育
に
伝
統
音
楽
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
明
治
以
来
の
西
洋
音
楽
に
よ

る
教
育
が
一
朝
に
し
て
転
換
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ

か
ら
、
そ
の
成
果
の
出
る
ま
で
果
た
し
て
後
継
者
が

断
絶
し
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
は
大
き
い
。
長
唄
と

鳴
物
を
「
歌
舞
伎
音
楽
'
l

と
し
て
括
っ
て
募
集
す
る

こ
と
も
一
案
だ
と
思
う
。
あ
る
い
は
今
後
俳
優
と
音

楽
を
ま
と
め
て
「
歌
舞
伎
」
と
括
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
で
き
る
だ
け
間
口
の
広
い
方
蛉
選
択

修
了
予
定
）
、
「
寄
席
囃
子
」
一

0
期
生
六
名
（
同
じ

く
）
、
「
太
神
楽
」
二
期
生
一
名
（
同
じ
く
y
能
楽
六

期
新
人
研
修
六
名
、
既
成
者
研
修
七
名
（
平
成
―
―
―
―

年
修
了
予
定
）
、
文
楽
一
九
期
生
二
名
（
平
成
一
四
年

修
了
予
定
）
。

ど
の
コ
ー
ス
も
進
捗
状
況
は
概
ね
順
調
の
よ
う
だ

が
、
既
に
次
の
募
集
に
と
り
か
か
っ
て
い
て
来
年
は

歌
舞
伎
音
楽
「
長
唄
」
「
嗚
物
」
「
寄
席
囃
子
」
「
太
神

楽
」
の
募
集
を
企
画
し
て
い
る
。
「
竹
本
」
は
今
年
（
平

成
―
二
年
度
）
二
名
で
出
発
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

九
月
の
適
性
審
査
で
二
名
と
も
不
適
性
と
な
り
一

六
。
一
七
期
連
続
で
研
修
生
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
来

年
の
募
集
も
考
え
た
が
、
こ
の
際
既
成
者
研
修
に
比

重
を
移
す
こ
と
も
重
要
と
の
判
断
か
ら
新
規
募
集
は

見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歌
舞
伎
の
適
性
審
査
も
九

月
に
実
施
し
た
が
、

l

二
名
中
三
名
に
つ
い
て
は
年

内
に
再
度
の
審
査
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
厳
し
い
査
定
で
、
時
代
は
「
量
よ
り
質
」
へ

の
転
換
を
求
め
て
い
る
、
と
の
判
断
が
根
底
に
あ
る
。

国
立
劇
場
の
伝
統
芸
能
養
成
事
業
は
業
界
の
需
要

に
見
合
っ
た
要
求
に
応
じ
て
供
給
す
る
の
斜
目
的
で

あ
り
、
ゆ
え
に
研
修
修
了
生
に
は
必
ず
就
聰
の
道
が

開
か
訊
て
い
る
。
逆
に
求
め
が
な
け
れ
ば
行
う
必
要

も
な
い
し
、
需
要
が
渦
た
さ
れ
れ
ば
そ
こ
で
中
断
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
各
種
業
界
団
体
と
の
阿
呼
の
呼

吸
が
大
切
で
あ
る
と
共
に
、
極
め
て
限
ら
れ
た
世
界

に
な
ら
ざ
る
を
得
｀
唸
い
。
そ
れ
で
も
伝
統
芸
能
の
な

り
手
は
決
し
て
多
く
な
い
。
本
来
、
伝
統
芸
能
の
伝

の
幅
が
広
が
っ
て
良
い
と
思
う
が
、
そ
う
な
る
と
一
―

年
の
研
修
期
間
で
は
い
か
に
も
短
い
。
最
低
一
年
の

基
礎
課
程
が
あ
っ
て
、
専
門
コ
ー
ス
に
二
年
あ
る
い

は
三
年
と
い
う
時
間
が
必
要
と
な
り
fF

結
果
、
仮
に

い
え
ば
「
国
立
芸
能
学
校
」
と
い
っ
た
構
想
も
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
肉
体

に
会
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
芸
は
、
幼
な
け
れ

ば
幼
い
ほ
ど
条
件
が
良
い
の
は
当
然
で
、
俳
優
修
行

は
子
役
で
舞
台
に
立
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で

一
子
相
伝
の
家
の
芸
が
起
こ
り
、
家
元
制
度
も
確
立

し
た
。
義
務
教
育
と
の
関
連
も
考
慮
し
た
芸
能
学
校

設
立
の
検
討
が
望
ま
九
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
人
研
修
の
ほ
か
、
既
成
者
研
修
も
大
切
で
、
勉

強
会
（
歌
舞
伎
会
・
稚
魚
の
会
•
音
の
会
・
上
方
歌

舞
伎
会
。
能
楽
若
手
研
究
会
）
の
充
実
は
今
後
も
重

要
で
あ
る
。
年
々
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
講
師

先
生
の
待
遇
改
善
や
、
協
力
諸
団
体
・
会
社
と
の
よ

り
密
接
な
関
係
の
確
立
も
欠
か
せ
な
い
重
要
事
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
芸
能
（
た

と
え
ば
常
磐
津
•
清
元
。
寄
席
芸
の
各
種
な
ど
）
に

も
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
近
づ
い
て
い
る
よ

う
だ
。日
本
の
大
切
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

養
成
事
業
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い

く
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
過
去
に
胡
座
を
か
く

こ
と
な
く
、
時
代
の
趨
勢
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
急
が
れ
る
。
伝
統
芸
能
と

い
え
ど
時
代
と
無
縁
で
は
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら
。
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伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
シ
リ
ー
ズ
⑪

●
萩
市
堀
内
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
山
口
県
）

武
家
町
／
昭
和
5
1
年
9
月
4
日
選
定

伝
建
制
度
ガ
制
定
さ
れ
て
今
年
で
二
五
年
と
な
る
。
昭
和
五
＿
年
九
月
に
、
最
初
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
七
地
区
が
選
定
さ
れ
だ
。
萩
市
で
は
堀
内
地
区
と
平
安

古
地
区
の
二
地
区
が
選
定
さ
れ
、
平
成
一
＝
＿
年
で
選
定
一
＿
五
周
年
を
む
力
え
る
。

萩
市
は
山
口
県
の
日
本
泡
に
面
す
る
城
下
町
で
、
慶
長
―
―
-

l

(

-

1

ハ
0
八
）
年
に
城
t
f
完

成
し
、
一
八
世
紀
初
頭
に
は
城
下
町
と
し
て
の
規
模
t
f
ほ
ぼ
固
ま
る
。
外
堀
の
内
詞
力
ら
中

堀
の
間
が
r
三
の
丸
」
で
、
「
堀
内
」
と
暉
ば
れ
て
藩
の
諸
役
所
や
毛
利
一
門
や
家
老
等
の
重

臣
だ
ち
の
屋
敷
t
f
並
ん
で
い
だ
。
明
治
維
新
後
、
屋
敷
地
の
主
屋
の
多
く
ガ
取
り
壊
さ
れ
、

跡
地
は
夏
蜜
柑
畑
な
ど
に
転
用
さ
れ
だ
。
保
存
地
区
は
東
西
九

0
0メ
ー
ト
ル
、
南
北
七

0

0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
街
路
に
面
す
る
土
塀
や
門
と
夏
蜜
柑
畑
が
歴
史
的
景
観
を
形
成
し

く
ち
ば

て
い
る
。
地
区
内
に
は
重
要
文
化
財
の
口
呪
家
住
宅
が
あ
り
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
地
区
東
側
に
近
接
し
て
は
国
史
跡
萩
城
城
下
町
ガ
あ
る
。

萩
市
で
は
、
伝
建
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
に
つ
い
て
、
歴
史
や
自
然
を
汚
力
し
だ

景
観
形
成
を
目
指
し
て
萩
市
都
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
城

下
の
港
町
で
あ
つ
だ
浜
崎
地
区
の
保
存
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
萩
市
内
に
は
歴
史
的
な
建

物
や
史
跡
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
活
力
し
だ
ま
ち
づ
く
り
ガ
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
、

堀
内
地
区
は
そ
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
。（
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
文
化
財
調
査
官
島
田
敏
男
）
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